
主要事業マネジメントシート 部局名

千円（ 千円） 千円（ 千円） 千円（ 千円）
千円（ 千円） H27要求 千円（ 千円） 千円（ 千円）

□ 重点課題【知事重点分野】 （項目名： ） □ 人口減少関係 （項目名： ）
□ 成長戦略 （項目名： ） □ 新・地震防災アクションプラン （項目名： ）
■ その他 （項目名： ）

■ 民間では実施不可（行政がすべき役割） ■ 府の役割
□ 民間で実施するためのインセンティブとして実施 ■ 国の役割
□ その他 □ 市町村の役割

□ 受益者負担あり（内容・水準： ）
□ 受益者負担を求めない（理由： ）
■ 受益者負担になじまない

（事業目標）

（指標） （実績）

（事業期間） H ～ H
（指標）

（コスト分析結果）
H24（フルコスト） 千円／ （指標数値） ＝ 千円
H25（フルコスト） 千円／ （指標数値） ＝ 千円
＜事業優先性や事業選択の判断に影響を与えるような事情が新たに発生した場合等に記入＞

健康医療部

142,096
146,318

143,852
70,130

140,764
143,334

H24
140,172

実績
70,428
71,713H25

特記事項

事業名 がん診療連携拠点病院機能強化事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　担当室課　保健医療室健康づくり課

H24
H25

H26

がん診療連携拠点病院数

-目標に達しなかった場合の見直し・改善方策
第二期計画を着実に推進していくため、がん対
策の進捗状況や府内におけるがんをめぐる状
況変化等を的確に把握することに努め、毎年実
施する対策内容について、検証、見直しを行
い、その結果を反映しつつがん対策を実施する
こととしている。
また、平成29年度までの状況を踏まえ、平成30
年度からの第三期計画へ反映させ、実効性の
確保に努める。

コストは概ね現状維持
11,369

平成25年度については緩和ケア推進事業が新たに設けられたため、予算額が増

第二期大阪府がん対策推進計画の全体目標達成（がんによる死亡者の減少、すべてのがん患者及びその家族の
苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上）

11,842

・２次医療圏毎に設置されているがん診療ネットワーク協議会において、国・府拠点病院、地区医師会、保健所、市町村等と連携し、医療圏内の役割分
担と、連携体制の強化に取り組んでいる。

事
業
効
果

目標・
指標

コスト
分析

（理由）がん診療拠点病院の機能強化により、地域のがん医療の均
てん化が図られ、府民が均しく質の高い適切な医療を受けられるよう
になる。

本事業の補助金は、国の「がん診療連携拠点病院機能強化事業実施要綱」に基づき、がん相談支援や院内がん登録、がん診療ネットワークの構築等
がん診療連携拠点病院が果たすべき機能の強化に対し、直接的に活用されるところであり、府内全ての国指定がん診療連携拠点病院が本補助金を活
用し、病院機能の強化に努めている。
なお、病院経営に係る経費や診療に係る経費等については、本事業の補助対象事業には含まれておらず、診療報酬等、他の収入が見込まれるもので
はない。

人口規模等を勘案した府の考え方に基づき、国拠点病院指定の推薦を行っている。将来のリスク管理

庁内での連携

他事業との
整合性　等

行政としての役割
（理由）がん診療拠点病院は地域のがん医療の均てん化を図る
ため国及び府が指定するものであり、府の事業実施により府民
が均しく質の高いがん医療を受けられる体制の充実が図られる。

事業
手法

平成25年度：14
平成26年度：16

19

事業間
調整

71,096 71,960
73,207

予算額

事業の優先性

役割
分担

事
業
選
択

民間との役割分担

手法の妥当性

受益と負担

重点政策推進方針

14
14

159,160
165,781

がん診療連携拠点病院数


